
４年 総合的な学習の時間

「拝志っ子防災レンジャー」
～私たちの拝志のくらしを守ろう～



単元の指導計画 本時の指導案



ドローンは、
災害現場の状況を把握
⇒「情報収集」
するために使われてい
る。

東温市消防では、どのように
ドローンを活用しているのだろうか。



ドローンを使うことのよさとは、
何だろう。

ドローンのよさ

・人が行けないところ
へ行ける。
・フットワークが軽い。
・安全に状況を確認で
きる。



ミニドローンを飛ばして情報収集をするときに、
どんなことが大切ですか。

ミニドローンを飛ばして、
災害現場の情報収集をしよう。

・安全な飛行をすること

・正確なプログラミングを
すること



想定１：土砂崩れが起き、道路が寸断されたため、集落
が孤立しました。ミニドローンを使って集落の
情報を収集しましょう。

土砂災害現場
(バレーボールネット)

ミニドローン出発地

孤立した集落

現場までの距離を測りながら、最短で飛ばせられるようなプログラム
を試行錯誤して考えることができた。



想定２：土砂崩れが起き、道路が寸断されたため、集落
内の３か所が孤立しました。ミニドローンを
使って、なるべく早く３か所の情報の収集をし
ましょう。

土砂災害現場
(跳び箱)

ミニドローン出発地

孤立した場所

プログラミングに「反復」を用いることの便利さに気付き、３か所を
効率よくまわることができた。

孤立した場所

孤立した場所



想定３：自分たちで災害現場を想定して、
ミニドローンを動かしてみよう。

ホワイトボード上で土砂
災害現場と出発地、孤立
した３か所を決める。

自分の考えた場を設
定する。

友達が考えた想定で、
ドローンを動かす。



振り返り
・ プログラミングでうまくいかないこともあった
けど、友達と相談して、調整してうまくいったと
きは、とてもうれしかったです。
・ 災害のときドローンを使うと、安全に情報を収
集できることが分かりました。
・ 自分たちで作ったコースで動かすのが難しかっ
たです。曲がったり山を越えたりしないといけな
いから大変でした。
・ ドローンは、災害の情報収集にも使われて、高
い場所や遠くまで行けることが分かりました。
・ プログラミングでドローンを飛ばして、失敗も
したけれど、情報収集が大切だと分かりました。



成果
◯ 試行錯誤しながら、班で協力して活動すること

ができた。グループ活動を取り入れたことで、

児童全員が活動できた。「情報収集のために待機

する。」「危険なので上に○○cm上がる」など、

防災意識をもってプログラミングできていた。ド

ローンのカメラ機能を使ったり、待機時間などを

想定したりすることで、児童が実際のイメージを

もつことができた。



課題
◯ 想定１、２、３をそれぞれ１時間の設定とし、

前時で想定１を実施すると時間的にゆとりが生ま

れ、想定３の自分たちが考えた場の設定の理由を

説明できたり、振り返りの時間をもてたりできる。

そうすれば、総合的な学習の時間で学んだ防災に

ついて学習に生かすことができる。想定３では高

さをイメージしにくいので、高さは教師が指定し、

横の移動を自由に設定させるとよい。


